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機械器具（21）内臓機能検査用器具

一般医療機器　頭皮脳波用電極　11440001

コロディオン電極　BE-920P
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【禁忌・禁止】

1.	併用医療機器［相互作用の項参照］
（1）	 磁気共鳴画像診断装置（MRI装置）［誘導起電力により局部

的な発熱で患者が熱傷を負うことがあります。］

【形状・構造及び原理等】

1.	概　要
本電極は、脳波のモニタリングに使用するコロディオンタイプの電
極です。

2.	構　成
名　称 個　数

（1） コロディオン電極　BE-920P 1

3.	外観形状および寸法

コネクタ部

電極
リード

コネクタ リード長 質　量

DINタイプ8P 80cm 54g

4.	原材料
名　称 原材料

（1） 電極 銀

（2） リード PVC

【使用目的又は効果】

1.	使用目的
頭皮において、脳の様々な領域の電位変化を記録する導体です。この
電気活動を記録する一般的な装置は、脳波計（EEG）です。

【使用方法等】

1.	使用方法

（1）	装着方法
1）	装着部位を決定する
国際式10-20法などにより電極の装着位置を決定します。

＊

2）	モニタへ接続する
電極を中継コード（JE-905P）に接続し、中継コードを脳波モ
ジュールに接続します。

＜JE-905P＞

［注］電極の着脱は、コネクタ部を持って行ってください。リード線の
部分を持って引っ張ったり無理に曲げたりすると破損の原因と
なります。

3）	装着部位の汚れを取る
電極装着部の皮膚および毛髪のつけ根をアルコールを含ませた
綿でよくこすり、脂肪分を浮かせてから乾いたガーゼで拭き取り
ます。

4）	電極を装着する

①	毛髪の根元を分け、コロディオン電極を置いて指で押さえま
す。

②	綿棒にコロディオンを含ませ、電極外周のツバ状の部分と頭
皮、頭髪の根元を固めるようにコロディオンを塗ります。
［注］コロディオン、アセトンを使用するときは、これらの液が

患者の目に入らないよう、十分に注意してください。

③	指で電極を押さえたまま、ドライヤーの冷風でコロディオンを
乾燥させます。2分前後でコロディオンは乾燥します。
［注］温風の使用は発汗を招くため避けてください。

④	電極上面の穴からシリンジでEEGゲルを注入します。（脳波用
ペーストは粘性が高く、注入には適しません。）

5）	電極の取り外し
綿棒にアセトン（溶剤）を含ませ、固まっているコロディオン部
に塗り電極を外します。その後、頭皮に残った汚れを拭き取りま
す。

2.	使用方法等に関連する使用上の注意

（1）	 傷および炎症のある部位には装着しないでください。
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【使用上の注意】

1.	相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること）

（1）	併用禁忌（併用しないこと）
医薬品・医療機器の名称等

（一般的名称/一般名・販売名）
臨床症状・
措置方法 機序・危険因子

1） 磁気共鳴画像診断装置（MRI装置）

MRI検査を行うと
きは、患者に装着
されている電極を
取り外すこと

誘導起電力により
局部的な発熱で患
者が熱傷を負うこ
とがある

（2）	併用注意（併用に注意すること）
1）	除細動器

①	除細動を行うときは、患者に装着した電極がベッドサイドモニ
タの入力部に確実に接続されていることを確認してくださ
い。外れている電極の金属部に触れると、放電エネルギにより
電撃を受けます。

2）	コロディオン、アセトン、EEGゲル

①	コロディオン、EEGゲルの使用により、万一、発疹、発赤、かゆ
み、かぶれなどの症状が現れた場合は、すぐに使用を中止し、
医師の診察を受けさせてください。

②	コロディオン、アセトンを使用するときは、これらの液が患者
の目に入らないよう、十分に注意してください。万一、患者の目
に液が入った場合には、すぐに医師の診察を受けさせてくだ
さい。

③	薬液やゲルを飲み込んだ場合は、水を飲み、速やかに吐かせ、
医師の診察を受けさせてください。

④	コロディオンは揮発性溶剤です。電極装着時は、患者、操作者
ともに吸い込まないよう十分に注意してください。万一、多量
に吸入した場合は、新鮮な空気の場所で安静、保温して、医師
の診察を受けさせてください。

⑤	コロディオン、アセトンは可燃性ですので、火気を避けて慎重
な取り扱いと保管をしてください。

【保管方法及び有効期間等】

1.	保管方法

（1）	 本品を保管する際は、以下の条件を守ってください。
温度範囲	 －20～＋65℃
湿度範囲	 10～95%（結露なきこと）
気圧範囲	 70～106kPa

2.	耐用期間
本品は消耗品です。
※�開封時に傷、破損があった場合、材料に変質が見られた場合は、無
償交換いたします。

【保守・点検に係る事項】

1.	清掃・消毒・滅菌

（1）	清　掃
使用後に清掃せずに放置すると腐食などにより、電極性能が劣化し
ます。使用後はすみやかに清掃してください。

1）	 水またはぬるま湯で電極などに付着したペーストを洗い流します。

［注］	熱湯や塩素系漂白剤で清掃しないでください。

2）	 水、水で薄めた中性洗剤、または消毒用エタノール（日本薬局方
基準を満たすもの。濃度：15℃でエタノール76.9～81.4vol％）な
どを含ませた、柔らかい布を絞ったもので拭き取り、乾いた布で
から拭きし、よく乾燥させます。

［注］	•	コネクタ部は、液に浸さないでください。

	 •	コネクタ部は、から拭きのみにしてください。内部に水など
が入ると、故障の原因となります。

	 •	シンナー、ベンジン、工業用アルコールなどの有機溶剤は使
用しないでください。表面の仕上げを傷めます。

（2）	消　毒
以下のいずれかの消毒液を含ませた、柔らかい布を絞ったもので拭
き取り、乾いた布でから拭きし、よく乾燥させてください。
1）	 グルタールアルデヒド（ステリハイド®、サイデックス®など）.......2％
2）	 塩酸アルキルジアミノエチルグリシン（テゴー51®など）........0.5％
3）	 塩化ベンザルコニウム（オスバン®液など）.............................0.2％
4）	 塩化ベンゼトニウム（ハイアミン®など）..................................0.2％
5）	 グルコン酸クロルヘキシジン（ヒビテン®など）......................0.5％

［注］	•	次亜塩素酸による消毒は行わないでください。

	 •	コネクタ部は、液に浸さないでください。

	 •	コネクタ部は、から拭きのみにしてください。内部に水などが
入ると、故障の原因となります。

	 •	®を付した表示は、各社の商標です。

（3）	滅　菌
本品は滅菌はできません。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
製造販売業者：	 日本光電工業株式会社
電話番号：	 03-5996-8000（代表）
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Attaching and Connecting Electrodes
1. Determine the electrode attachment site. Usually, the 

10-20 System (Montreal method) is used.

2. Connect the BE-920P collodion electrode to the JE-905P 
EEG connection cord. Then connect the EEG connection 
cord to the bedside monitor. For details, refer to the 
bedside monitor operator’s manual.

NOTE: When connecting or disconnecting the lead, 
hold the connector. If you bend with excessive 
force or pull the lead, the lead may get broken.

3. At the site where the electrode will be placed, rub the 
scalp with a cotton pad moistened with alcohol then wipe 
it with a dry cloth.

4. Push aside the hair to expose the scalp, and press the 
electrode against the scalp.

5. While holding the electrode 
against the scalp, thinly spread 
collodion on the electrode brim, 
scalp and hair roots with a cotton 
applicator, then dry the collodion 
with cool air from a drier. The 
collodion will dry in about two 
minutes.

NOTE: Do not use warm air because warm air causes 
sweat on the scalp.

6. Put CardioCream ECG paste in 
a syringe, and inject it into the 
fastened electrode through the hole.

Removing Electrodes
1. Spread acetone on the dried collodion around the electrode 

with a cotton applicator containing acetone.

2. Remove the electrode from the head.

3. Wipe the remaining collodion and paste off the scalp.

Cleaning and Disinfection

• Do not clean the electrode with hot water or   
 chloric bleaching agent.
• Do not sterilize.
• Do not immerse the connector in liquid.

CAUTION

Cleaning
Clean the electrode immediately after use. If the electrode is 
not cleaned, it rusts and electrode performance deteriorates.

1. Wash the paste off the electrode with running water.

2. Wipe all liquid from the electrode. Clean the electrode 
surface and connection terminal with a cotton moistened 
with alcohol and dry it.

Disinfection
If disinfection is necessary, wipe with a soft cloth moistened 
with disinfecting ethanol.

Replacement
Replace the electrode with a new one when the lead has a 
break.

Disposal
Dispose of the electrode as medical waste.

Specifications
Operating conditions

 Temperature: 10 to 40ºC (50 to 104 ºF)

 Humidity: 30 to 85% (noncondensing)

 Pressure: 70 to 106 kPa

Storage conditions

 Temperature: –20 to+ 65ºC (–4 to +149 ºF)

 Humidity: 10 to 95% (noncondensing)

 Pressure: 70 to 106 kPa

Lifetime
The electrode is a consumable.
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Manufacturer
NIHON KOHDEN EUROPE GmbH
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Phone +49 6003-827-0  Fax +49 6003-827-599

European Representative

SHANGHAI KOHDEN MEDICAL ELECTRONIC
INSTRUMENT CORP.
No. 567 Huancheng Bei Road
Shanghai Comprehensive Industrial Development Zone
Fengxian District, Shanghai 201401, China
Phone +86 21-5743-6998  Fax +86 21-5743-6939

NIHON KOHDEN AMERICA, INC.
15353 Barranca Parkway, Irvine, CA 92618, U.S.A.
Toll-free +1-800-325-0283
Phone +1 949-580-1555  Fax +1 949-580-1550

Copyright Notice
The entire contents of this manual are copyrighted by Nihon Kohden.
All rights are reserved. 

Note for users in the territory of the EEA and Switzerland:
Any serious incident that has occurred in relation to the device should be 
reported to the European Representative designated by the manufacturer 
and the Competent Authority of the Member State of the EEA and 
Switzerland in which the user and/or patient is established.


